
・算数の文章題が苦手

・勉強の習慣がつかない

・勉強の仕方がわからない

・国語の読解力が乏しい

全域

対象学年　小学１年生～小学６年生

指導期間　お申し込み時から退会日まで

入会～４ヶ月 ５ヶ月～８ヶ月 ９ヶ月～１２ヶ月

基本
戦略
①

読解力：ダイアログ指導を活用すべし
読解力の養成＝論理的思考力の養成　⇒会話の中で養いま
す。
（決して問題を解けば身につくものではありません）算数や
他教科でも「なぜこうなるのか？｝と会話の中で説明ができ
るように訓練することにより論理的思考力＝読解力が養われ
ます。

学校
行事

ト
ラ
イ
対
策
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

基本
戦略
②

作文力：年間２～３冊の作文ノートを使い切るべし
トライの作文指導》１年間分の漢字を３ヶ月～半年で習得さ
せ、社会ニュースや新聞等から印象に残った出来事を文章で
表現させます。それを訓練することで論理性を習得させ、
「人に伝える力」を身に付けさせます。また漢字を作文で使
い続けさせることで漢字力の定着を図ります。

基本
戦略
③

単元別・系統別算数：考え方を身に付けるべし
小学生の学習は中学生の基本と実感すべし》
小学４年生の消去算＝中学２年生の連立方程式
・・・つまり学習はつながっているということです。やり方
が違うだけで、考え方が理解できれば中学生の学習も怖くあ
りません。

ポ
イ
ン
ト

《国語基本戦略》国語の３本柱
①漢字力　漢字習得のコツは「使い続けること」
②読解力　言葉の意味を覚え、文章を理解する
③作文力　年間２～３冊の作文ノートを使い切る作文指導

《算数基本戦略》算数の２本柱
①単元別・系統別算数で『学校の授業がよくわかる！』
②考える算数で『決してあきらめない！」心を身に付けます

基本
戦略
④

文章題の基本は国語力にあり
（例）茶色い目の大きな犬
～読点を付ける位置により意味が変わる～
茶色い、目の大きな犬　or　茶色い目の、大きな犬

文章は、点を付ける位置により文章の意味が変わります。文
章の意味が理解しづらい生徒は点や丸で文章を区切り、絵や
図を使って文章の意味を理解し正答する訓練をしましょう。

【コースの特徴】
（1）塾に通われていない方、家庭教師のみの方がメインのカリキュラムです。
（２）教材はあくまで目安であり、ご家庭にある教材との組み合わせでカリキュラム
作成も可能です。
（３）週４回以上でも対応可能です。

【対応教師】
ベーシックコース
セレクトコース
プロコース

基本
戦略
⑤

学習習慣づけポイント
①小学生の家庭学習時間の目安は学年×２０分と言われているが、
成績上位と下位の子どもでは家庭学習時間が異なっている。また都
市部の中学受験を意識した子どもは地方の子どもに比べて学習時間
が多い。
②成績上位の１７％が授業で習ったことはその日のうちに復習して
いる。
③中学校にあがると年間４～５回の定期テストがある。小学校と違
い教科数も増え、テスト範囲も広がるため、計画的に学習が出来る
ようになっておくことが大切。勉強を教えるだけでなく計画の立て
方も学び「自学自習」が出来る子どもを育てることが目的です。

小学生一般基礎学力向上カリキュラム
基礎戦略傾向と対策 学習カリキュラム（読解力）

◎ 年間スケジュール（例：読解力養成）

論説文

物語文

三者面談

【登場人物の心情を読み取る訓練】

物語文でよく問われる、登場人物についての

設問です。

◎ このような生徒にお勧め！ ◎ 対策の特徴

◎Data Mining 【傾向と対策】

◎ 対象エリア

使用教材

【話題と結論を読み取る訓練】

筆者が何について何と述べているのかを把握

しないと正しい解答はできません。

論説文

物語文

【人物像を読み取る訓練】

登場人物の性格・外見を把握する訓練

をしましょう。同じ会話でも、表現される

心情は登場人物の性格によって異なり

【指示語・接続語を読み取る訓練】

指示語が指し示す内容を正確に捉

えられるようにしましょう。また、接

続詞から文章のつながりを把握で

きるようにしましょう。

論説文

物語文

【場面の変化を読み取る訓練】「時間」「場所」

「登場人物」「出来事」の４つに注目し、場面の

変化を読み取る訓練をしましょう。

【具体例を見つけ出す訓練】

筆者の考えや意見を詳しく、わかりやすく説明

する為に使われるのが具体例です。具体例を

見つけ出すことができればさまざまな問題に対

応が出来るようになります。

三者面談三者面談


